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ボーリング柱状図

調 査 名 委 建 二 第 3 0 号

事業・工事名 ( 仮 称 ) 新 潟 市 ア イ ス ア リ ー ナ 建 設 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 № 1 調査位置 新 潟 市 中 央 区 鐘 木 　 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 新 潟 市 建 築 部 公 共 建 築 第 2 課 調査期間 平成 24年 2月 13日 ～ 24年 2月 15日

調査 業 者名
株式会社　新潟フィールドコンサルタント

電話 ( 0 2 5 - 2 8 2 - 1 1 2 1 )
主任技師 田 澤 　 朋 博

現 場
代 理 人

宮 西 　 孝 英
コ ア
鑑 定 者

( ノ ー コ ア )
ボｰリング
責 任 者

大 島 　 豊

孔 口 標 高
GH=
0.63m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 吉 田 鉄 工 所 Y S O - 1 型
ハンマー
落下用具

カ ノ ー 半 自 動 落 下 装 置

エンジン ヤ ン マ ー N F D 1 3 型 ポ ン プ カ ノ ー V 6 型総 掘 進 長  30.45m
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(m)

  2.80
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  1.30

  1.40

  0.75

  1.05

 16.10

  5.25
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(m)

2.80

3.30
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7.30
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度
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対
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度
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事

0.00～0.03m間は、アスファルト。0.03～
0.13m間は、砕石。
0.13m以深は表土(盛土)と思われる細砂。中
砂分・粗砂分・シルト分を不規則に混入し
粒径不均一。含水中位～多く緩い。掘削時
に孔内崩壊が著しい。

1.00～1.50m間は、細礫を混入。

表

土

・

細

砂

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性中位～強い。粘土 暗灰

含水多く軟らかい。粘性弱く、パサツク部
分が見られる。
腐植物・炭化物を多く混入し、粘土分は少
ない。

腐

植

土

暗

黒

灰

細砂を主体。中砂分を不規則に混入し粒径
不均一。含水多い。
腐植物を少量混入。

細

砂

暗

灰

含水中位で、粘性弱い。細砂分・微細砂分
を多く混入し、所々、シルト質細砂との互
層状となる。
腐植物を混入。

砂質シル
ト

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性中位～強い。粘土 暗灰

含水多く軟らかい。粘性弱く、パサツク部
分が見られる。
腐植物・炭化物を多く混入。

腐

植

土

暗

黒

灰

細砂を主体。微細砂分・中砂分を不規則に
混入し粒径不均一。含水中位。
層変化少ない。
浮石を少量混入。腐植物を少量混入。

細

砂

暗

灰

(地層境界やや不明瞭)
微細砂を主体。シルト分を混入し粒径細か
い。粒径比較的均一。含水中位。
層変化少ない。

微
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灰
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内
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／
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ボーリング柱状図

調 査 名 委 建 二 第 3 0 号

事業・工事名 ( 仮 称 ) 新 潟 市 ア イ ス ア リ ー ナ 建 設 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 № 2 調査位置 新 潟 市 中 央 区 鐘 木 　 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 新 潟 市 建 築 部 公 共 建 築 第 2 課 調査期間 平成 24年 2月 22日 ～ 24年 3月 1日

調査 業 者名
株式会社　新潟フィールドコンサルタント

電話 ( 0 2 5 - 2 8 2 - 1 1 2 1 )
主任技師 田 澤 　 朋 博

現 場
代 理 人

宮 西 　 孝 英
コ ア
鑑 定 者

( ノ ー コ ア )
ボｰリング
責 任 者

大 島 　 豊

孔 口 標 高
GH=
0.63m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 
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下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 
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勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 吉 田 鉄 工 所 Y S O - 1 型
ハンマー
落下用具

カ ノ ー 半 自 動 落 下 装 置

エンジン ヤ ン マ ー N F D 1 3 型 ポ ン プ カ ノ ー V 6 型総 掘 進 長  30.45m

ボーリング№
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標

尺
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0.00～0.15m間は、シルト質土で草根を多く
混入。
0.15m以深は表土(盛土)と思われる細砂。中
砂分・粗砂分を不規則に混入し粒径不均
一。含水多い～非常に多く緩い。掘削時に
孔内崩壊が著しい。
色調ややバラツク。

表

土

・

細

砂

褐

灰

　

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性中位。粘土 暗灰

含水多く軟らかい。粘性弱く、パサツク部
分が見られる。
腐植物・炭化物を多く混入。

腐植土
暗黒
灰

含水多く軟らかい。粘性中位～強い。シル
ト分を若干混入。
腐植物を少量混入。

粘

土

暗

灰

細砂を主体。中砂分・シルト分を不規則に
混入し粒径不均一。含水多い。
腐植物を少量混入。

細

砂

暗

灰

含水中位で、粘性弱い。細砂分・微細砂分
を多く混入し、所々、シルト質細砂との互
層状となる。
腐植物を混入。

砂質シル
ト

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性中位～強い。シル
ト分を若干混入。
腐植物を少量混入。

粘

土

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性弱く、パサツク部
分が見られる。
腐植物・炭化物を多く混入。

腐植土
暗黒
灰

細砂を主体。微細砂分・中砂分を不規則に
混入し粒径不均一。含水中位。
層変化少ない。
浮石を少量混入。腐植物を少量混入。

17.10～17.40m間は、浮石を多く混入。木片
を点在。
21.00～21.20m間は、シルト分を混入。

細

砂

暗

灰

(地層境界やや不明瞭)
微細砂を主体、シルト分を混入し粒径細か
い。粒径比較的均一。含水中位。
層変化少ない。
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および結果

孔内水平載荷試験

孔内水平載荷試験
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ボーリング柱状図

調 査 名 委 建 二 第 3 0 号

事業・工事名 ( 仮 称 ) 新 潟 市 ア イ ス ア リ ー ナ 建 設 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 № 3 調査位置 新 潟 市 中 央 区 鐘 木 　 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 新 潟 市 建 築 部 公 共 建 築 第 2 課 調査期間 平成 24年 2月 16日 ～ 24年 2月 21日

調査 業 者名
株式会社　新潟フィールドコンサルタント

電話 ( 0 2 5 - 2 8 2 - 1 1 2 1 )
主任技師 田 澤 　 朋 博

現 場
代 理 人

宮 西 　 孝 英
コ ア
鑑 定 者

( ノ ー コ ア )
ボｰリング
責 任 者

大 島 　 豊

孔 口 標 高
GH=
0.49m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 吉 田 鉄 工 所 Y S O - 1 型
ハンマー
落下用具

カ ノ ー 半 自 動 落 下 装 置

エンジン ヤ ン マ ー N F D 1 3 型 ポ ン プ カ ノ ー V 6 型総 掘 進 長  30.45m
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 -2.21
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  1.45
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記
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0.00～0.45m間は、砂礫状。
0.45m以深は表土(盛土)と思われる細砂。中
砂分・粗砂分・細礫分を不規則に混入し粒
径不均一。含水多い～非常に多く緩い。掘
削時に孔内崩壊が著しい。

表

土

・

細

砂

褐

灰

　

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性中位。
粘

土

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性弱い。
腐植物・炭化物を多く混入。

腐

植

土

暗

黒

灰

含水多く軟らかい。粘性中位～強い。シル
ト分を若干混入。

粘

土

暗

灰

細砂を主体。中砂分・シルト分を不規則に
混入し粒径不均一。含水多い。
腐植物を少量混入。

細

砂

暗

灰

含水中位で、粘性弱い。細砂分・微細砂分
を多く混入し、所々、シルト質細砂との互
層状となる。
腐植物を混入。

砂質シル
ト

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性中位～強い。
腐植物を少量混入。

粘

土

暗

灰

含水多く軟らかい。粘性弱く、パサツク部
分が見られる。
腐植物・炭化物を多く混入。

腐植土 暗黒
灰

細砂を主体。微細砂分・中砂分を不規則に
混入し粒径不均一。含水中位。
層変化少ない。
浮石を少量混入。腐植物を少量混入。

9.05～9.50m間は、腐植物を混入。
17.40m付近で、腐植物を混入(薄層状)。
22.10～22.30m間は、シルト分を混入。

細

砂

暗

灰

(地層境界やや不明瞭)
微細砂を主体。シルト分を混入し粒径細か
い。粒径比較的均一。含水中位。
層変化少ない。

27.20m付近で、浮石を少量混入。
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